
行橋市農業委員会委員に関する推薦および応募の状況（最終公表）

【応募】

№ 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営状況 応募する理由 認定農業者

1 大池　啓勝 市議会議員 68 男
昭和48年5月～　農業従事
平成20年6月～平成24年4月　　行橋市農業委員会委員

稲作、野菜
田　25a
畑　6a

行橋市の土地利用の在り方を踏まえた優良農地の保全と農業生産を
促進するため、農用地の利用調整や担い手の育成を図っていきたい。
また、地域農業の発展を目指した農業委員活動に貢献したい。

2 川口　博隆 農業 50 男

平成30年3月～　就農
自己経営　イチゴ施設栽培、キウイフルーツ
他、地域の土地利用型農業への年間労務
　　　　水稲、大豆、麦、延べ面積　85ha
令和5年4月　認定農業者取得
JA勤務歴25年（平成30年退職）

イチゴ施設栽培　9a
キウイフルーツ　  20a

令和5年3月に推薦され、三度依頼を受けて応募する。
農業の担い手が不足しており、農地を維持していく難しさを痛感してい
ます。
私は、地域の農業に関心があり、就農して自己経営を含め、地域のい
ろいろなことに携わってきました。３年、５年が待たれません。後まわし
にできない農業の問題に積極的に取り組んでいきたいと強く思い、農
業委員に応募しました。

〇

3 城戸　昌司 法人役員 69 男

昭和53年4月～平成31年3月　北九州市役所勤務
　この間、農林水産部整備課や東部農政事務所で、農道、
水路、ため池等の施設の整備や土地改良事業（区画整理
等）などを中心に、農業行政全般を経験する。
　特に、東部農政事務所の勤務時（平成26年～27年）には、
前年に公表された「農林水産業・地域の活力創造プラン」に
基づき、農業の構造改革が推進され始めた時期でもあり、こ
の時期に北九州市・東部地域の現場で農政の業務に携わ
る。

現在、農地は所有している
が、農業は行っていない。
農地については、利用集積・
集約化のため、農地中間管理
機構（福岡県農業振興推進機
構）へ管理を委託している。

現在、行橋市では、圃場整備により多くの大規模優良農地が整備さ
れ、農業経営体も個人から集落営農へと転換して、農業の構造改革が
強力に推進されています。
また、行橋市や福岡県の農政担当部署は言うまでもなく、農業委員会
や農地中間管理機構等の努力で、効率的な地域農業の整備（特に基
盤整備）が進められてきました。
しかしながら、「人と農地」という問題を考えると、「農地」は整備されて
も「人・担い手」の問題が改善されないかぎり、「持続可能な地域農業、
産業として強い農業」は育たないのではないかと考えます。このため、
通常（法令）の職務のほか「担い手の安定的所得の確保や生活環境・
農村集落の改善までを含めて、担い手のサイドに立ち、市や県等の行
政へ具体的な提言が行える」、そのような農業委員会を目指してほし
いと考えています。そのためのお手伝いを希望し、農業委員に応募い
たします。

4 宮本　光
農家

会社員
41 男

社会福祉法人　共生の里にて障害者の方と就労を一緒に
行っております。
４年前より農業と福祉の連携が出来ないかと考え、キュウイ
の栽培・田んぼ・レモンを作ったりをしております。
なかなか兼業農家で成果はあがっておりませんが、農業分
野で障害者の方と一緒に働けていけたらと考え、日々業務
を行っております。

田　20a
畑　28a

左記の理由により農業を行っておりますが、自らの勉強と農業関係者
との接する機会も増え今後の行橋市での農業活動に生かせるではと
考え応募致しました。
スケジュール的にも参加調整が可能だと思いますので、審査の程よろ
しくお願い致します。

5 富田　和重 農業 73 男

昭和56年4月～　農業従事
昭和59年6月　行橋市農協青壮年部支部長　就任
平成23年6月　福岡みやこ農協理事　就任
平成25年6月　福岡京築農協理事　就任
平成26年4月　行橋商工会議所代議員　就任
令和5年6月　  福岡京築農協理事　退任、農事組合長　就
任

田　　416a
畑　　    8a

現在の農業、農家を取り巻く情勢は非常に厳しい状況下にあります。
しかし、農業すなわち食と農は国の根幹をなすもので、国の形であり、
日本の文化でもあります。
一方、農家自体の農業離れや、農家の高齢化が進み、後継者の世代
交代が上手くいっていないのも現実であります。
幸いにも行橋というこの地域は、自動車産業関連企業や安川電機など
の製造業がとても盛んです。だからこそ今まで以上に、農と工の調和、
融合が大事になってきます。
農業委員会、農業委員は農業だけではなく、工業と企業の知識、経営
的な感覚が求められています。又、その橋渡しを行う事が、農業委員
会、農業委員の大事な役割・使命だと思います。
私は、持っている農業や工業の知識、経営感覚を発揮し、英知と勇気
と情熱をもって判断し、行動したいと思います。


